
令和５年５月１７日（水）くまなびスクール開校式             

 

質問することの練習 

 

本日から、令和５年度のくまなびスクールがスタートします。 

 くまなびスクールは、市内の中学生を対象に、教員ＯＢや大学生等を指導者に、各学校

において補充学習を実施し、基礎的・基本的な学習内容の確実な定着を図り、学力日本一

を目指すことを目的とする熊谷市の事業です。 

 本校では、１年生２１名、２年生１１名、３年生１４名、計４６名が参加し、年間では、

２８回の開催です。週１回（水曜日）と定期テスト前で計画されています。講師は昨年同

様、     先生、     先生、    先生、    先生の計４名の方にお願

いをしています。経験豊かな先生方です。どうぞよろしくお願いいたします。 

 くまなびスクールでは、生徒の皆さんの「自学自習」が基本です。問題集などを各自持

参し、自分のペースで学習に取り組みます。わからないこと、疑問に思うこと、気になる

こと等があれば、講師の先生に質問すればいいのです。簡単に「質問すればいいのです」

なんていいましたが、これが難しいんです。まずは、自分のわからないことが何なのかを

わかっていないと質問できません。自分の分からないことを明らかにすることが勉強の第

一歩だと思っています。一歩が踏み出せれば、勉強はどんどん先に進んでいきます。これ

だけですごいことなのです。ですから、自分がわからないことを恥ずかしがる必要なんて

全くありません。堂々と講師の先生に質問すればいいのです。 

わからないことだけでなく、「何でなんだろう？」と疑問に思ったり気になったりした

ことも質問してみてください。講師の先生方も一緒に考えてくださると思います。この積

み重ねで、勉強はどんどん深まります。深まれば深まるほど楽しくなってくるはずです。 

 

くまなびスクールは質問することの練習の場だと思っています。くまなびスクールを通

して、皆さんの勉強がどんどん進み、深まることを期待し、校長あいさつとします。 

 

                熊谷市立三尻中学校長 田沼良宣 


